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平成２９年第１回紀の川市議会定例会 第１日 

 

       平成２９年 ２月２４日（金曜日） 開 会 午前 ９時２９分 

                        散 会 午前１１時５７分 

    ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎議事日程（第１号） 

 日程第１  会議録署名議員の指名 

 日程第２  会期の決定 

 日程第３  諸般の報告 

 日程第４  諮問第 １号 人権擁護委員会候補者の推薦について 

       議案第 １号 工事委託協定の一部変更について（市道中学校連絡線自歩 

              道新設整備事業に伴う和歌山線粉河・紀伊長田間中学校前 

              架道橋新設工事） 

       議案第 ２号 紀の川市空家等対策協議会条例制定について 

       議案第 ３号 紀の川市特別会計条例の一部を改正する等の条例の制定に 

              ついて 

       議案第 ４号 紀の川市簡易水道事業設置条例及び紀の川市簡易水道事業 

              給水条例の一部を改正する条例の制定について 

       議案第 ５号 紀の川市職員の勤務時間、休暇等に関する条例及び紀の川 

              市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の 

              制定について 

       議案第 ６号 紀の川市税条例等の一部を改正する条例の制定について 

       議案第 ７号 紀の川市個人情報の保護に関する条例及び紀の川市行政手 

              続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関 

              する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供 

              に関する条例の一部を改正する条例の制定について 

       議案第 ８号 紀の川市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正につ 

              いて 

       議案第 ９号 紀の川市消防団条例の一部改正について 

       議案第１０号 紀の川市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償 

              に関する条例の一部改正について 

       議案第１１号 紀の川市共同栽培施設条例の一部改正について 

       議案第１２号 紀の川市学校給食センター条例の一部改正について 

       議案第１３号 紀の川市長寿祝金支給条例の全部改正について 

       議案第１４号 紀の川市心身障害児扶養手当支給条例の一部改正について 

       議案第１５号 那賀老人福祉施設組合清算基金条例の廃止について 
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       議案第１６号 平成２８年度紀の川市一般会計補正予算（第４号）につい 

              て 

       議案第１７号 平成２８年度紀の川市国民健康保険事業勘定特別会計補正 

              予算（第２号）について 

       議案第１８号 平成２８年度紀の川市後期高齢者医療特別会計補正予算 

              （第２号）について 

       議案第１９号 平成２８年度紀の川市介護保険事業勘定特別会計補正予算 

              （第３号）について 

       議案第２０号 平成２８年度紀の川市公共下水道事業特別会計補正予算 

              （第３号）について 

       議案第２１号 平成２８年度紀の川市特定環境保全公共下水道事業特別会 

              計補正予算（第２号）について 

       議案第２２号 平成２８年度紀の川市簡易水道事業特別会計補正予算（第 

              ３号）について 

       議案第２３号 平成２８年度紀の川市水道事業会計補正予算（第３号）に 

              ついて 

       議案第２４号 平成２９年度紀の川市一般会計予算について 

       議案第２５号 平成２９年度紀の川市住宅新築資金等貸付事業特別会計予 

              算について 

       議案第２６号 平成２９年度紀の川市土地取得事業特別会計予算について 

       議案第２７号 平成２９年度紀の川市国民健康保険事業勘定特別会計予算 

              について 

       議案第２８号 平成２９年度紀の川市国民健康保険直営診療施設勘定特別 

              会計予算について 

       議案第２９号 平成２９年度紀の川市後期高齢者医療特別会計予算につい 

              て 

       議案第３０号 平成２９年度紀の川市介護保険事業勘定特別会計予算につ 

              いて 

       議案第３１号 平成２９年度紀の川市公共下水道事業特別会計予算につい 

              て 

       議案第３２号 平成２９年度紀の川市農業集落排水事業特別会計予算につ 

              いて 

       議案第３３号 平成２９年度紀の川市簡易水道事業特別会計予算について 

       議案第３４号 平成２９年度紀の川市池田財産区特別会計予算について 

       議案第３５号 平成２９年度紀の川市田中財産区特別会計予算について 

       議案第３６号 平成２９年度紀の川市長田竜門財産区特別会計予算につい 
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              て 

       議案第３７号 平成２９年度紀の川市竜門財産区特別会計予算について 

       議案第３８号 平成２９年度紀の川市南北志野財産区特別会計予算につい 

              て 

       議案第３９号 平成２９年度紀の川市飯盛財産区特別会計予算について 

       議案第４０号 平成２９年度紀の川市静川財産区特別会計予算について 

       議案第４１号 平成２９年度紀の川市最上、神田、市場、元財産区特別会 

              計予算について 

       議案第４２号 平成２９年度紀の川市調月財産区特別会計予算について 

       議案第４３号 平成２９年度紀の川市丸栖財産区特別会計予算について 

       議案第４４号 平成２９年度紀の川市平池財産区特別会計予算について 

       議案第４５号 平成２９年度紀の川市水道事業会計予算について 

       議案第４６号 平成２９年度紀の川市工業用水道事業会計予算について 

       議案第４７号 紀の川市道路線の認定について 

       議案第４８号 紀の川市道路線の認定について 

       議案第４９号 災害による建物財産の損害に対する相互救済事業の委託に 

              ついて 

    ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎本日の会議に付した事件 

 議事日程（第１号）のとおり 

    ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○出席議員（２１名） 

  １番 並 松 八 重   ２番 太 田 加寿也   ３番 舩 木 孝 明 

  ４番 中 尾 太久也   ５番 仲 谷 妙 子   ６番 大 谷 さつき 

  ７番 石 脇 順 治   ８番 中 村 真 紀   ９番 榎 本 喜 之 

 １０番 杉 原   勲  １１番 森 田 幾 久  １２番 村 垣 正 造 

 １３番 高 田 英 亮  １５番 西 川 泰 弘  １６番 坂 本 康 隆 

 １７番 室 谷 伊 則  １８番 上 野   健  １９番 石 井   仁 

 ２０番 川 原 一 泰  ２１番 堂 脇 光 弘  ２２番 竹 村 広 明 

    ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○欠席議員（０名） 

    ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○説明のために出席した者の職氏名 

  市  長     中 村 愼 司    副市長      林   信 良 

  市長公室長    西 川 直 弘    企画部長     森 本 浩 行 

  総務部長     上 山 和 彦    危機管理部長   中 浴 哲 夫 
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  市民部長     中 邨   勝    地域振興部長   立 具 久 幸 

  保健福祉部長   上 村 敏 治    農林商工部長   岩 坪 純 司 

  建設部長     福 岡 資 郎    会計管理者    森 脇 澄 男 

  水道部長     森   美 憲    農業委員会事務局長  中 野 朋 哉 

  教育長      貴 志 康 弘    教育部長     稲 垣 幸 治 

  企画部財政課長  杉 本   太 

    ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議会事務局職員 

  事務局長     榎 本   守    事務局次長    柏 木 健 司 

  議事調査課課長補佐  岩 本 充 晃    議事調査課係長  藤 田 郁 也 

    ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
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（開会 午前 ９時２８分） 

○議長（竹村広明君） おはようございます。 

 議員各位には、平成２９年第１回紀の川市議会定例会に御出席をいただき、厚く御礼を

申し上げます。 

 本定例会には、平成２９年度各会計予算をはじめ、条例の制定、改正等多数上程されて

おります。 

 議員各位の御協力のもと、円滑な議会運営を努めます。よろしくお願い申し上げます。 

 それでは、地方自治法第１１３条の規定による定足数に達しておりますので、これより、

平成２９年第１回紀の川市議会定例会を開会いたします。 

 それでは、本日の会議を開きます。 

 それでは、議事に入ります。 

 議事日程は、お手元に配付しているとおりであります。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（竹村広明君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 本定例会の会議録署名議員には、会議規則第８１条の規定により、５番 仲谷妙子君、

８番 中村真紀君を指名いたします。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 日程第２ 会期の決定 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（竹村広明君） 次に、日程第２、会期の決定についてを議題といたします。 

 本定例会の会期につきましては、去る２月１４日議会運営委員会を開催していただき、

議会運営について御協議いただいております。 

 お諮りいたします。 

 本定例会の会期は、お手元に配付の会期予定表のとおり、本日から３月２４日までの２

９日間といたしたいと思います。これに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」という者あり〕 

○議長（竹村広明君） 異議なしと認めます。 

 したがって、本定例会の会期は、本日から３月２４日までの２９日間に決しました。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 日程第３ 諸般の報告 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（竹村広明君） 次に、日程第３、諸般の報告を行います。 

 報告１、監査委員より、地方自治法第２３５条の２第１項の規定に基づく例月出納検査

の結果報告が同条第３項の規定によりありました。 
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 また、地方自治法第１９９条第４項に基づく定期監査の報告が、同条第９項の規定によ

りありましたので、お手元に配付しております。 

 また、市長より、地方自治法第１８０条第１項の規定に基づき専決処分を行ったとの報

告が同条第２項の規定によりありましたので、御確認願います。 

 なお、その他の報告につきましても、お手元に配付しているとおりであります。ごらん

おきいただきたいと思います。 

 以上で、諸般の報告を終わります。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 日程第４ 諮問第 １号 人権擁護委員候補者の推薦について から 

      議案第４９号 災害による建物財産の損害に対する相互救済事業の委託に 

             ついて まで 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（竹村広明君） 次に、日程第４、諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦につい

てから、議案第４９号 災害による建物財産の損害に対する相互救済事業の委託について

までの５０件を一括議題といたします。 

 それでは、提出者に提案理由の説明を求めます。 

 市長 中村愼司君。 

○市長（中村愼司君）（登壇） 皆さん、おはようございます。 

 平成２９年第１回紀の川市議会定例会を招集いたしましたところ、議員各位には何かと

御多用にもかかわらず、御参集をいただき厚くお礼を申し上げます。 

 本定例会に上程しております諸議案に係る提案理由等の説明に先立ち、新年度に実施い

たします新政策及び当初予算の基本的な考え方について、御説明を申し上げます。 

 合併後、これまで、「安全・安心なまちづくり」を最重点に位置づけ、小・中学校の耐

震化、水道施設、ごみ処理施設、市民体育館、この庁舎などの施設整備及び市民生活に直

面する治水対策を最重要課題と位置づけ、取り組んでまいりました。 

 しかしながら、まだまだ十分だとは思っておりません。これからも、安全・安心に重点

を置き、ハード面・ソフト面、双方の充実に取り組んでまいります。 

 また、紀の川市の基幹産業である「農業」の振興・活性化については重要な課題であり、

農産物の売り上げが伸びることが、地域の活性化につながるものと考えております。 

 今後、農産物の販路を拡大するため、海外展開を図り、ターゲットを香港、台湾等に絞

り、現地での商談会や実売会を実施したいと考えております。 

 その上、将来、紀の川市がさらに発展するために、「京奈和関空連絡道路」の早期実現

に向け、国への要望活動や調査を引き続き行い、できるだけ早く道筋をつけたいと考えて

おります。 

 さらに、国の事業ではありますが、昨年１０月に起工した「岩出狭窄部対策事業」や平

成２６年度から始まっております「国営総合農地防災事業」の早期完成を願っているとこ
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ろであります。双方の事業が完成すれば、治水対策として十分な効果を発揮し、洪水等の

被害を最小限に食いとめることができるものと考えております。 

 さて、平成２９年度当初予算でありますが、一般会計では２９４億円で、前年度と比較

すると１３億５，０００万円、４．４％の減で、５年連続の減額となっております。 

 消極的な予算編成ではなく、紀の川市の資源を生かした「住みよい」、「住み続けた

い」まちづくりを進める予算編成を行いました。 

 また、特別会計は２０１億５，５８６万円、公営企業会計１９億５８０万２，０００円、

総額では５１４億６，１６６万２，０００円となります。 

 まず、平成２９年度当初予算のテーマを「魅力あるまち、選ばれるまちを目指して、地

方創生の着実な推進」とし、これを達成するため、昨年と同様、「五つの重点分野」を設

定しております。 

 一つ目の分野として、「地域資源を生かした、魅力あるまちづくり」であります。 

 交流人口の拡大から定住人口の拡大へつなげるため、活動を強化するとともに、「フル

ーツのまち」の魅力を市内外に積極的に発信して誘客につなげ、観光推進の体制づくりと

してＤＭＯの設立を進めます。 

 二つ目の分野は、「魅力ある仕事・職場のあるまち」であります。 

 新たな市場開拓により農業所得の向上を図り、戦略的視点に立ち、自立可能な農業の実

現を目指します。 

 さらに、県内トップレベルの立地条件と優遇制度備え、働く場所を確保するために積極

的な企業誘致を進めます。 

 三つ目の分野は、「若い世代から、選ばれるまち」であります。 

 子どもたちが通う保育所、学童保育施設の充実を図り、子育て世代が安心して子育てで

きるまちづくりを進め、そして、市内小・中学校施設の整備・改修を行い、子どもたちが

安全・安心に学べるよう教育環境の充実を図ってまいります。 

 また、教員の資質を高め、児童・生徒の可能性を伸ばし、「確かな学力の向上」を図る

ための取り組みしてまいります。 

 四つ目の分野は、「安全・安心で、暮らし続けたいまち」であります。 

 紀の川市の発展に必要不可欠な最重要路線である京奈和関空連絡道路の整備促進を「建

設促進期成同盟会」と連携し、国等への要望活動や調査を継続して実施し、早期着手に向

けて取り組みを進めてまいります。 

 また、いつ発生するかわからない災害に向けて、その被害を最小限に食いとめるため、

市民、自治区の防災力の向上を進めるとともに、防災施設の整備を進めてまいります。 

 さらに、地域での防犯力の向上を図るため、自治区が設置する防犯カメラの設置費用に

対する補助や子どもの見守り対策を進めます。 

 さて、紀の川市が抱える公共交通における課題・問題点を整理し、公共交通ネットワー

クの計画を平成２９年度と３０年度の２カ年で策定をいたします。 
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 五つ目の分野は、「健全で持続可能な、行政経営を行うまち」であります。 

 市民満足度の向上を図るため、成果とコストを意識した効率的で質の高い行政サービス

を提供するとともに、総合計画の進捗状況を評価し、人員と予算を適正に連動させる市民

サービスのさらなる向上を進めます。 

 以上、重立った事業を説明をいたしましたが、これからも市民の皆さんが安全・安心で、

「合併してよかった」、「住み続けたい」、「紀の川市民でよかった」と言っていただけ

る紀の川市を皆様とともに考え、実現してまいりたいと考えておりますので、今後とも御

協力賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

 それから、ただいま定例議会に提案いたしました５０議案について、概要説明を申し上

げます。 

 まず、人事に係る諮問第１号は、人権擁護委員候補者の推薦についてであり、議会の意

見を求めるものであります。 

 次に、議案第１号 工事委託協定の一部変更に係る議案ですが、ＪＲ西日本に工事委託

しております粉河中学校前架道橋新設工事について、協定金額変更の必要性が生じたため、

議会の議決を求めるものであります。 

 次に、条例に関する議案で、議案第２号から議案第１５号の１４議案になります。 

 主なものを申し上げますと、紀の川市空家等対策協議会条例の制定、紀の川市税条例等

の一部を改正する条例の制定、また紀の川市消防団条例、紀の川市学校給食センター条例

の一部改正、さらに紀の川市長寿祝金支給条例の全部改正などそれぞれ所要の必要性が生

じたため、議会の議決を求めるものであります。 

 続きまして、議案第１６号から議案第２３号の８議案については、平成２８年度予算に

係る補正予算（案）で、一般会計をはじめ、各会計において決算を見込む中で最終調整と

した所要の措置をお願いするものであります。 

 次に、議案第２４号から議案第４６号の２３議案につきましては、平成２９年度当初予

算（案）で、一般会計をはじめ各会計についてですが、先ほど概要の一部を説明させてい

ただき、また参考資料として、「平成２９年度当初予算の概要」を添付しておりますので、

詳細説明は省かせていただきますことを御了承願いたいと思います。 

 次に、議案第４７号と議案第４８号については、市道認定に係るもので、議会の議決を

求めるものであります。 

 最後に、議案第４９号ですが、災害による建物財産の損害に対する相互救済事業の委託

に係るもので、委託先の移行について、議会の議決を求めるものであります。 

 以上でございますが、この後、引き続き、担当部長から詳細説明をいたしますので、何

とぞ御審議の上、御賛同賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

 以上でございます。 

○議長（竹村広明君） 続いて、補足説明を求めます。 

 市民部長 中邨 勝君。 
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○市民部長（中邨 勝君）（登壇） おはようございます。 

 それでは、諮問第１号の人権擁護委員候補者の推薦について、御説明させていただきま

す。 

 議案書の１ページをごらんください。 

 今回、人権擁護委員１名が、来る平成２９年６月３０日をもって任期満了となりますの

で、福岡資郎氏を人権擁護委員の候補者として推薦をいたしたく、諮問をするものでござ

います。 

 人権擁護委員法の規定により、市町村長はその市町村議会の意見を聞いて、人権擁護委

員の候補者を推薦しなければならないと定められており、これにより議会の意見を求める

ものでございます。 

 諮問第１号につきましては、住所、紀の川市桃山町調月８８９番地、氏名、福岡資郎、

昭和３２年１月３１日生まれでございます。 

 なお、任期につきましては、法務大臣が委嘱した日から３年となってございます。略歴

等につきましては、別冊の議案資料１ページに資料として添付してございますので、ごら

んおきいただきたいと思います。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（竹村広明君） 建設部長 福岡資郎君。 

○建設部長（福岡資郎君）（登壇） おはようございます。 

 それでは、私のほうから、議案第１号から議案第３号までの３議案について、御説明申

し上げます。 

 まず、議案第１号 工事委託協定の一部変更について。 

 議案書２ページをお開きください。 

 平成２７年第１回議会定例会で議決を経ました市道中学校連絡線自歩道道新設整備事業

に伴う和歌山線粉河・紀伊長田間、粉河中学校前架動橋新設工事委託協定の一部変更をお

願いするものでございます。 

 記といたしまして、３、協定の金額を３億３，７１５万１，１８５円とするもので、変

更前協定金額３億４，９７４万３，０００円に対し、１，２５９万１，８１５円の減額で

ございます。 

 提案理由といたしましては、軌道敷を確保するための仮設工事の見直しにより、協定金

額を変更するためでございます。 

 なお、別冊の議案資料の２ページに図面を添付してございますので、ごらんいただきた

いと思います。 

 次に、議案第２号 紀の川市空家等対策協議会条例の制定について。 

 議案書の３ページをごらんください。 

 提案理由としては、紀の川市空き家等対策協議会の設置に伴い、必要な事項を定めるた

めでございます。 
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 次に、４ページをごらんください。 

 設置として、第１条では、空き家等対策の推進に関する特別措置法第７条に規定された

協議会を設置するものでございます。 

 所掌事務として、第２条では、協議会の協議事項について、第１号から第５号までを規

定してございます。 

 組織として、第３条第１項では、市長及び委員１５人以内とし、第２項では、第１号か

ら第３号に掲げる者を委員とするものでございます。 

 委員の任期等として、第４条で、２年と定めてございます。 

 附則の第１項では、条例の施行期日を平成２９年４月１日からとし、第２項では、紀の

川市特別職の職員で非常勤の者の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正するもので、

議案書６ページの別表で、空き家等対策協議会委員の報酬の額として、日額７，０００円

を追加するものでございます。 

 次に、議案第３号 紀の川市特別会計条例の一部を改正する等の条例の制定について。 

 議案書の７ページをごらんください。 

 提案理由といたしまして、紀の川市特定環境保全公共下水道事業を廃止し、紀の川市公

共下水道事業へ統合することに伴い、所要の改正等を行うためでございます。 

 議案書の８ページをごらん願います。 

 第１条として、紀の川市特別会計条例の一部改正で、表中、第１条の設置では、第５号

の紀の川市特定環境保全公共下水道事業特別会計を削り、第６号から第２１号までを１号

ずつ繰り上げするものでございます。 

 第２条では、第１号の紀の川市特定環境保全公共下水道事業基金条例、第２号の紀の川

市特定環境保全公共下水道条例をそれぞれ廃止とするものでございます。 

 附則といたしまして、第１項では、条例の施行期日を平成２９年４月１日からとし、第

２項、第３項では、紀の川市特別会計条例の一部改正に伴う経過措置、第４項から第６項

までは、紀の川市特定環境保全公共下水道条例の廃止に伴う経過措置を規定してございま

す。 

 以上、３議案について、御審議賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（竹村広明君） 水道部長 森 美憲君。 

○水道部長（森 美憲君）（登壇） おはようございます。 

 それでは、議案第４号 紀の川市簡易水道事業設置条例及び紀の川市簡易水道事業給水

条例の一部を改正する条例の制定についてを御説明申し上げます。 

 議案書１１ページからをごらんください。 

 第１条では、紀の川市簡易水道事業設置条例の一部改正。 

 第２条では、紀の川市簡易水道事業給水条例の一部改正を定めております。 

 改正内容は、麻生津簡易水道事業の給水区域において、上鞆渕、中鞆渕、下鞆渕の一部、

桃山町垣内、桃山町中畑、桃山町峯を追加するものでございます。 
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 給水圏域の追加により、計画給水人口２，５５０人、計画１日最大給水量９１０立方メ

ートルに変更するものでございます。 

 附則で、施行日を平成２９年４月１日としてございます。 

 以上でございます。御審議、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（竹村広明君） 総務部長 上山和彦君。 

○総務部長（上山和彦君）（登壇） それでは、議案第５号から議案第８号の補足説明を

いたします。 

 まず、１３ページをごらんください。 

 まず、議案第５号 紀の川市職員の勤務時間、休暇等に関する条例及び紀の川市職員の

育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定についてでございます。 

 議案書１４ページから１９ページまででございます。１４ページをごらんください。 

 第１条につきましては、紀の川市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の改正でござい

ますが、第３条第３項第１号の改正は、児童福祉法等の一部を改正する法律が平成２９年

４月１日に施行されることに伴い、引用条文が全部改正され、引用箇所が変更になるもの

で、この条例の内容については変更はございません。 

 次に、１５ページ、下段の第８条の３第４項の改正は、地方公務員の育児休業等に関す

る法律及び育児休業・介護休業等育児または家族介護を行う労働者の福祉に関する法律の

一部を改正する法律、少し長い法律なんで、以下、（改正育休法等）と表現させていただ

きたいと思います。この改正育休法等の施行に伴い、３歳に満たない子の介護を行う職員

についても、時間外勤務の制限をできるよう改めるものでございます。 

 続きまして、１６ページ、ごらんください。 

 第２条、紀の川市職員の育児休業等に関する条例の改正につきましては、第２条の２を

新設し、改正育休法等の施行に伴い、条例で定めるよう規定された育児休業の対象となる

子を規定するものでございます。 

 続きまして、１７ページをごらんください。 

 第２条の３の改正は、第２条の２を新設したことによる条の繰り下げでございます。 

 第３条は、育児休業法第２条第１項、ただし書きの条例で定める特別の事情を規定して

いるもので、第１号及び第２号の改正は、改正前の第１号の第５条、非該当と、第５条、

該当をそれぞれ改正後、第１号と第２号に分割し、第２号では、さらに家事審判事件の終

了した場合と施設入所措置が解除された場合を追加するものでございます。 

 第３号から第６号の改正は、第２号を新設したことによる号の繰り下げでございます。 

 次に、１８ページをごらんください。 

 第１０条は、育児短時間勤務の終了の日の翌日から起算して１年を経過しない場合に、

育児短時間勤務をすることができる特別の事情を規定しているもので、第１号、第２号の

改正は、改正前の第１号の第１３条第１号、非該当と第１３条第１号、該当をそれぞれ改

正後、第１号と第２号に分割するものでございます。これは、先ほど説明申し上げました
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第３条の内容と同じく、法の条文整理に伴うものでございます。 

 それから、第１０条の第３号から第７号の改正は、第２号を新設したとこによる号の繰

り下げでございます。 

 続きまして、第１８条は、部分休業の承認について規定してございますが、第２項の改

正は、改正育休法等の施行に伴い、介護時間を承認する場合の規定を追加するものでござ

います。 

 １９ページをごらんください。 

 附則といたしまして、この条例は、平成２９年４月１日から施行するものでございます。 

 次に、２０ページをお願いします。 

 議案第６号 紀の川市税条例等の一部を改正する条例の制定でございます。 

 議案書２１ページから５５ページまででございます。 

 まず、２１ページの一番下から５５ページまでの第２条の説明から入らせていただきま

す。 

 第２条、紀の川市税条例等の一部を改正する条例の一部改正につきましては、平成２８

年法律第１３号で、地方税法等の一部改正する等の法律等が公布されたことに伴い、紀の

川市税条例の一部を改正する必要が生じ、昨年３月３１日付で専決処分を行い、６月定例

議会で御報告申し上げ、御承認をいただいてございました。 

 しかし、その後、国で地方消費税率を１０％に引き上げる時期が延期されたことにより、

再度、平成２８年法律第８６号、社会保障の安定財源の確保等を図る税制の抜本的な改革

を行うための地方税法及び地方交付税法の一部を改正する法律の一部を改正する法律等が

公布されたことに伴い、条例の一部を改正するものでございます。 

 改正の内容は、地方消費税率を１０％に引き上げる時期が、平成３１年１０月１日に延

期されたことに伴い、既に内容につきましては、先ほど申し上げましたように、昨年６月

定例議会で御承認いただいてございます法人住民税の法人税割の税率の引き下げの実施時

期及び軽自動車税における環境性能割の導入時期等を当初の平成２９年４月１日から地方

消費税率の引き上げ時期と合わせ、平成３１年１０月１日とするもので、改正内容につき

ましては、昨年報告時と変わってございません。 

 次に、２１ページに戻っていただきまして、第１条の改正でございます。 

 第１条、紀の川市税条例の一部改正につきましては、今回の法改正で新たに改正された

もので、附則第７条の３の２の改正は、個人住民税における住宅借入金特別控除の適用期

限を平成３３年１２月３１日まで、２年延長するための改正でございます。 

 ５５ページをごらんください。 

 附則といたしまして、この条例は、公布の日から施行するものでございます。 

 次に、議案書５６ページになります。 

 議案第７号 紀の川市個人情報の保護に関する条例及び紀の川市行政手続における特定

の個人を識別するため番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情
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報の提供に関する条例の一部を改正する条例の制定につきましては、平成２７年法律第６

５号で公布された個人情報の保護に関する法律及び行政手続における特定の個人を識別す

るための番号の利用等に関する法律の一部を改正する法律の一部が、平成２９年５月３０

日に施行されることに伴い、所要の改正を行うものでございます。 

 議案書５７ページから５９ページまででございますが、今回の改正は、改正後の行政手

続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律、通称「番号法」の第

１９条に新たに追加された第８号の規定により、特定個人情報を提供できる場合として、

地方公共団体が条例で定める独自利用事務のうち、国の個人情報保護委員会の承認を得た

事務についても、情報提供ネットワークシステムを用いた情報連携が可能となったこと。 

 また、これも新たに追加された第１９条第８号の規定による特定個人情報の提供を規定

した番号法第２６条で、情報提供等の記録を規定する番号法第２３条が準用されることか

ら、５７ページの第１条、紀の川市個人情報の保護に関する条例については、第２条で情

報提供等記録の定義規定を、また２４条では、保有個人情報の訂正を行った場合において

の提供先への通知に係る情報提供等記録に係る部分の改正を行い、５９ページの第２条、

紀の川市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づ

く個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部改正を含め、特に番号法第

１９条の第８号及び第２６条の新設に伴う条ズレへの対応も行ってございます。 

 附則といたしまして、この条例は、平成２９年５月３０日から施行するものでございま

す。 

 次に、議案書６０ページをごらんください。 

 議案第８号 紀の川市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正についてでございま

す。 

 ６１ページをお願いします。 

 第２条は、特殊勤務手当の種類及び金額を規定してございますが、第４号の改正は、清

掃業務手当を実際の勤務に沿った支払いにするため、改正前の清掃業務に従事する職員

「１カ月１万円」を、作業従事「１日につき５００円」に改めるもので、附則といたしま

して、この条例は、平成２９年４月１日から施行するものでございます。 

 以上、議案第５号から議案第８号までの補足説明でございます。御審議のほどよろしく

お願いいたします。 

○議長（竹村広明君） 危機管理部長 中浴哲夫君。 

○危機管理部長（中浴哲夫君）（登壇） それでは、議案第９号 紀の川市消防団条例の

一部改正について、補足説明を申し上げます。 

 議案書６２ページをごらんいただきたいと思います。 

 紀の川市消防団条例の一部を別紙のとおり改正するものでございます。 

 次の６３ページをごらんください。 

 今回、改正いたします紀の川市消防団条例第３条第１項は、消防団を中核とした地域防
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災力の充実・強化に関する法律に基づきまして、消防団への加入促進等や消防団の一層の

充実・強化に取り組むことを目的に、大学生等の入団を積極的に推進するため、任命条件

の改正を行うものでございます。 

 附則といたしまして、この条例の施行期日は、平成２９年４月１日から施行するもので

ございます。 

 以上、議案第９号の補足説明とさせていただきます。御審議の上、御可決賜りますよう

よろしくお願い申し上げます。 

○議長（竹村広明君） 市民部長 中邨 勝君。 

○市民部長（中邨 勝君）（登壇） それでは、議案第１０号 紀の川市特別職の職員で

非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正について、補足説明いたします。 

 ６４ページをごらんください。 

 今回の改正は、人権啓発推進課に設置している人権教育指導員の勤務条件を非常勤から

常勤とすることにより、紀の川市が取り組む人権に係る施策をより一層充実させるため、

６５ページの別表の人権教育指導員の報酬の額の項、「月額１２万円」を、「月額２０万

円」に改正するものでございます。 

 附則として、この条例は、平成２９年４月１日から施行するものでございます。御審議

の上、御可決賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（竹村広明君） 農林商工部長 岩坪純司君。 

○農林商工部長（岩坪純司君）（登壇） 議案書６６ページ、議案第１１号 紀の川市共

同栽培施設条例の一部改正につきまして、補足説明を申し上げます。 

 ６７ページをお願いいたします。 

 旧打田町におきまして、平成７年度に農林業地域改善対策事業の一環として、紀の川市

中井阪３１１番地の１に設置いたしました野菜共同栽培施設が事業を終了することに伴い、

紀の川市共同栽培施設条例の一部を改正するものでございます。 

 また、附則といたしまして、この条例は、公布の日から施行するものでございます。 

 以上、御審議賜りますようよろしくお願いいたします。 

○議長（竹村広明君） 教育部長 稲垣幸治君。 

○教育部長（稲垣幸治君）（登壇） 議案第１２号 紀の川市学校給食センター条例の一

部改正について、御説明をさせていただきます。 

 議案書６８ページをお開きください。 

 紀の川市学校給食センター条例の一部を別紙のとおり改正するものでございます。 

 ６９ページをごらんください。 

 提案理由といたしましては、粉河学校給食センターと那賀学校給食センターの統合に伴

い、那賀学校給食センターを廃止するものでございます。 

 附則といたしまして、この条例は、平成２９年４月１日から施行することといたしてご

ざいます。 
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 御審議の上、御可決賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（竹村広明君） 保健福祉部長 上村敏治君。 

○保健福祉部長（上村敏治君）（登壇） それでは、議案第１３号から議案第１５号まで

の３議案について、提案説明申し上げます。 

 議案書の７０ページ及び７１ページをごらんください。 

 議案第１３号 紀の川市長寿祝金支給条例の全部改正についてですが、平成２９年度か

らその受給資格を見直すに当たり、条例の全部改正をお願いするものです。 

 第１条の目的では、改正前と表現は変わっておりますが、長寿を祝福し高齢者福祉の増

進に寄与する趣旨は変わっておりません。 

 第２条では、受給資格について、これまでは８８歳、９９歳、１００歳、１０１歳以上

となっており、９９歳以降は毎年となっていたものを、８８歳と１００歳の節目のときと

します。また、それに加えて、男女それぞれの最高齢者に祝い金を支給することで、より

節目としてのお祝いという内容と最高齢者の方に対する敬意を込めたものに改めるもので

す。 

 第３条では、祝い金について予算に定める範囲とし、第４条から第７条については、支

給の停止、祝い金の返還、受給権の譲渡等の禁止、委任に関してそれぞれ規定するもので

す。 

 なお、この条例の施行は、平成２９年４月１日でございます。 

 次に、議案第１４号 紀の川市心身障害児扶養手当支給条例の一部改正について、提案

説明申し上げます。 

 議案書の７２ページから７５ページをごらんください。 

 議案第１４号 紀の川市心身障害児扶養手当支給条例の一部改正についてですが、７３

ページの第２条では、第１項本文を整理し、特別児童扶養手当等の支給に関する法律に規

定する受給資格に準拠した条文の内容とするとともに、監護についても、現状においても

特別児童扶養手当等の監護の取り扱いに準拠していることから、これを改めるものです。 

 また、７３ページから７４ページにかけての第１号から第４号の各号については、関係

法令名及び関係要綱名等を明記するものです。 

 次に、７４ページの第２条第２項の追加については、監護する者として父及び母がある

場合は、主として児童の生計を維持する者に、また当該父及び母のいずれも児童の生計を

維持しない場合は、父また母のうち、主として児童監護、介護する者に手当を支給するこ

とを規定するものです。また、第３項については、第２項の新設による繰り下げと引用法

令の条文を明記するなどの整理をするものです。 

 なお、この条例の施行は、平成２９年８月１日からです。 

 平成２８年度分の手当に係るものについては、経過措置として従前のとおりでございま

す。 

 次に、議案書の７６ページ、７７ページをごらんください。 
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 議案第１５号 那賀老人福祉施設組合清算基金条例の廃止についてですが、平成２７年

４月１日に那賀老人福祉施設組合清算基金条例により基金を設置し、平成２８年３月３１

日の那賀老人福祉施設組合の解散に伴い、その清算金を紀の川市に受け入れ、平成２８年

度において組合清算後の清算事務に取り組んでまいりましたが、本年３月末日をもって組

合解散後の清算に係る全ての事務が終了しますので、本基金条例を基金の目的が達成でき

たとして廃止するものです。 

 なお、この条例の施行は、平成２９年４月１日でございます。 

 以上、議案第１３号から議案第１５号に関する提案説明です。御審議のほどよろしくお

願いします。 

○議長（竹村広明君） 企画部長 森本浩行君。 

○企画部長（森本浩行君）（登壇） 議案書の７８ページをごらんください。 

 議案第１６号 平成２８年度紀の川市一般会計補正予算（第４号）について、地方自治

法第２１８条第１項の規定により議会の議決を求めるものでございます。 

 表題に、「補正予算書」と書いている別冊の１ページをごらんください。 

 第１条として、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ８億３，１６２万５，０００

円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３０７億２，２３８万２，０００円

とするものでございます。 

 第２条は、繰越明許費に係る規定。 

 第３条は、地方債の補正に係る規定でございます。 

 ２ページ、３ページをごらんください。 

 第１表 歳入では、財産収入繰入金を増額し、分担金及び負担金、使用料及び手数料、

国庫支出金、県支出金、諸収入、市債を減額しております。 

 続きまして、４ページ、５ページの歳出につきましては、決算状況を見込み、事業執行

における過不足の調整を中心に補正措置をしております。 

 ６ページ、７ページをごらんください。 

 第２表 繰越明許費として、２款、総務費から、１０款、教育費までの１５事業でござ

います。年度内の執行が見込めず、翌年度に繰り越して執行する事業でございます。 

 ８ページから１０ページをごらんください。 

 第３表 地方債補正として、今回の補正による各事業の地方債の限度額を変更しており

ます。 

 それでは、別冊の一般会計補正予算（第４号）に関する説明書の３ページをごらんいた

だきたいと思います。 

 歳入の主な補正内容を御説明申し上げます。 

 ４ページをごらんください。 

 １４款、２項、１目、総務費、国庫補助金のうち、２節、総務管理補助金１，４３２万

５，０００円の増額、地方創生加速化交付金事業の採択により、増額措置しております。 
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 ６目、教育費、国庫補助金、１節、小学校費補助金２，２８４万６，０００円の増額及

び２節、中学校費補助金１４４万４，０００円の増額は、歳出において、小・中学校の空

調設備整備事業の補正措置によるものでございます。 

 ６ページをごらんください。 

 １５款、２項、４目、２節、林業費補助金は、有害鳥獣捕獲事業等補助金を２３１万６，

０００円増額するものでございます。 

 ７ページをごらんください。 

 １８款、２項、１目、基金繰入金のうち、１節、財政調整基金繰入金は、財源調整のた

め２億１，２１７万６，０００円増額しております。 

 ８ページをごらんください。 

 ２０款、３項、１目、総務費、貸付金元利収入は、土地開発公社に対する経営支援貸付

金を１年間の短期貸し付けから長期貸し付けに変更するため、本年度歳入を予定しており

ました５億１，０００万円を減額するものでございます。 

 次に、歳出は、人件費を除く主な事業について御説明申し上げます。 

 １０ページをごらんください。 

 ２款、１項、６目、財産管理費、旧分庁舎解体整備事業１億４，６２９万５，０００円

の減額、旧粉河分庁舎敷地内の建物解体整備工事費等の決算見込みにより減額するもので

ございます。 

 １４ページをごらんください。 

 ３款、１項、４目、障害者総合支援費、障害者医療費給付事業２３３万１，０００円の

増額、寄附件数の増加に伴い、自立支援医療費を増額するものでございます。 

 １８ページをごらんください。 

 ３款、２項、６目、児童福祉施設費、保育所入所事業１，０５０万円の増額、低年齢児

の広域入所者の増加等により、広域保育委託料を増額するものでございます。 

 ２１ページをごらんください。 

 ４款、２項、２目、じんかい処理費、一般廃棄物処理施設解体事業６，４０９万８，０

００円の減額、一般廃棄物処理施設の解体工事費等の決算見込みにより減額するものでご

ざいます。 

 ２４ページをごらんください。 

 ６款、２項、２目、林業振興費、有害鳥獣捕獲対策事業４１５万円の増額、イノシシ等

の捕獲頭数の増加により、有害鳥獣捕獲事業等補助金を増額するものでございます。 

 次に、８款、２項、３目、道路橋梁新設改良費、社会資本整備道路改良事業７，９９４

万３，０００円の減額、国の社会資本整備総合交付金を活用して整備する市道５路線につ

いて、決算見込みにより減額するものでございます。 

 ２８ページをごらんください。 

 １０款、２項、１目、学校管理費、小学校空調設備整備事業９，１１１万５，０００円
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の増額、国の補正予算の採択により、平成２９年度に予定しておりました６項の空調整備

を事業年度を前倒しして予算措置をするものでございます。 

 ２９ページをごらんください。 

 １０款、３項、１目、学校管理費、中学校空調設備整備事業１，１５８万９，０００円

の増額、国の補正予算の採択により、鞆渕中学校の空調整備に係る経費を予算措置するも

のでございます。 

 以上が、今回の補正の主な内容でございます。御審議、お願い申し上げます。 

○議長（竹村広明君） 市民部長 中邨 勝君。 

○市民部長（中邨 勝君）（登壇） それでは、議案第１７号、議案第１８号の２議案に

ついて、補足説明をいたします。 

 まず、議案第１７号 平成２８年度紀の川市国民健康保険事業勘定特別会計補正予算

（第２号）について。 

 別冊の補正予算書１１ページをごらんください。 

 第１条として、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ２億５１５万３，０００円を

減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ９７億４，５１３万２，０００円とする

ものでございます。 

 別冊の補正予算説明書をごらんいただきたいと思います。主なものについて、御説明申

し上げます。 

 まず、３ページからの歳入ですが、３款、国庫支出金、５款、前期高齢者交付金、６款、

県支出金、７款、町道事業交付金は、それぞれの負担金、交付金の額の確定によるもの。 

 ４款、療養給付費等交付金は、交付金の決定見込みによるもの。 

 ９款、繰入金は、保険基盤安定繰入金で、それぞれの繰入金の額の確定により所要の補

正をお願いするものでございます。 

 ５ページからの歳出について、御説明申し上げます。 

 ２款、保険給付費は、２項、高額療養費、１目、一般被保険者高額療養費は、決算見込

みにより予算額に不足が生じるため増額。 

 ６ページの３款、後期高齢者支援金等、６款、介護納付金、７ページの７款共同事業拠

出金は、それぞれの額の確定により所要の補正をお願いするものでございます。 

 続きまして、議案第１８号 平成２８年度紀の川市後期高齢者医療特別会計補正予算

（第２号）について。 

 別冊の補正予算書１４ページをお願いいたします。 

 第１条として、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ４９４万円を減額し、歳入歳

出予算の総額を歳入歳出それぞれ１４億５，８０８万８，０００円とするものでございま

す。 

 別冊の補正予算説明書をお願いいたします。 

 ３ページの歳入をお願いします。 
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 歳入では、３款、繰入金で、保険基盤安定繰入金の確定による減額、５款、諸収入の雑

入は、平成２７年度後期高齢者医療広域連合納付金の確定による返還金の増額をしてござ

います。 

 ４ページの歳出では、２款、後期高齢者医療広域連合納付金で、納付金の確定による減

額、５款、諸支出金で、一般会計繰出金の確定により増額をし、所要の補正をお願いする

ものでございます。 

 以上、御審議、よろしくお願いいたします。 

○議長（竹村広明君） 保健福祉部長 上村敏治君。 

○保健福祉部長（上村敏治君）（登壇） 議案書の８１ページ、議案第１９号 平成２８

年度紀の川市介護保険事業勘定特別会計補正予算（第３号）について、提案説明申し上げ

ます。 

 別冊の補正予算書の１７ページから１９ページになります。 

 平成２８年度紀の川市の介護保険事業勘定特別会計補正予算（第３号）は、次に定める

ところによる。 

 第１条で、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１億９，７４０万円を減額し、歳

入歳出それぞれ６６億６１０万７，０００円と定めるところの補正予算です。 

 補正の主な内容については、別冊の平成２８年度紀の川市介護保険事業勘定特別会計補

正予算（第３号）に関する説明書の３ページから７ページをお願いします。 

 まず、３ページから５ページにかけての歳入ですが、１款、保険料については、第１号

被保険者に係る特別徴収及び普通徴収の収納見込みにより減額を。 

 また、３款、国庫支出金、４款、支払基金交付金、５款、県支出金については、本年度

の収入見込み額の精査により、それぞれ増額もしくは減額の補正をするものです。 

 また、７款、繰入金についても、介護給付費及び地域支援事業費等の支出見込み額に対

する市の負担割合による繰入金の減額をするものです。 

 次に、６ページ及び７ページの歳出についてですが、介護保険事業計画及び決算見込み

により、給付費及び地域支援事業費について、当初予算額と本年度の支出見込み額との差

について、それぞれ減額補正するものです。 

 以上、議案第１９号 平成２８年度紀の川市介護保険事業勘定特別会計補正予算（第３

号）の提案説明です。御審議のほど、よろしくお願いします。 

○議長（竹村広明君） 建設部長 福岡資郎君。 

○建設部長（福岡資郎君）（登壇） それでは、議案第２０号及び議案第２１号の２議案

について、御説明申し上げます。 

 まず、議案第２０号 平成２８年度紀の川市公共下水道事業特別会計補正予算（第３

号）について。 

 補正予算書の２０ページをごらん願います。 

 第１条、第１項として、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ３，８１８万３，０
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００円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１１億８，２３７万３，０００

円とするものでございます。 

 第２項として、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後

の歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」によるところでございます。 

 第２条として、翌年度に繰り越して使用することができる経費は、「第２表 繰越明許

費」によるところでございます。 

 第３条の地方債の変更は、「第３表 地方債補正」によるところでございます。 

 補正内容は、別冊の補正予算説明書の３ページをお開きください。 

 まず、歳入でございますが、１款の分担金及び負担金、２款の使用料及び手数料につき

ましては、決算見込みによる減額でございます。 

 ４ページの３款、国庫支出金は、交付決定額のとおり減額、９款、市債では、事業費の

確定に伴う借入額の減額でございます。 

 次に、５ページの歳出でございますが、１款、１項、１目、一般管理費の公課費では、

地方消費税の確定による減額、２目、支出管理費では、汚水量見込み修正に伴う流域下水

道維持管理負担金の減額でございます。２款、１項、２目、流域下水道事業費では、紀の

川中流流域下水道那賀処理区事業建設負担金において、事業費の確定による減額でござい

ます。 

 続きまして、議案第２１号 平成２８年度紀の川市特定環境保全公共下水道事業特別会

計補正予算（第２号）について。 

 補正予算書２５ページをごらん願います。 

 第１条として、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ２４０万円を減額し、歳入歳

出予算の総額を歳入歳出それぞれ５，５２９万９，０００円とするものでございます。 

 補正内容につきましては、別冊の補正予算説明書の３ページをごらん願います。 

 歳入では、歳出の減額による一般会計繰入金の調整でございます。 

 ４ページの歳出では、施設管理費の光熱水費及び医薬材料費の決算見込みによる減額を

計上してございます。 

 以上、２議案について、御審議よろしくお願い申し上げます。 

○議長（竹村広明君） 水道部長 森 美憲君。 

○水道部長（森 美憲君）（登壇） それでは、議案第２２号、議案第２３号の２議案に

ついて、御説明申し上げます。 

 議案書では、８４ページ、８５ページです。 

 まず、議案第２２号 平成２８年度紀の川市簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）

について、御説明申し上げます。 

 別冊補正予算書の２８ページをごらんください。 

 第１条で、歳入歳出予算総額からそれぞれ１，２５３万９，０００円を減額するもので、

補正後の歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ９億７，２１４万８，０００円とするも
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のです。 

 第２項として、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後

の歳入歳出予算の金額は、２９ページ、３０ページの「第１表 歳入歳出予算補正」のと

おりでございます。 

 第２条では、翌年度に繰り越しして使用することができる経費は、３１ページの「第２

表 繰越明許費」のとおりでございます。 

 第３条の地方債の変更及び廃止は、３２ページ、３３ページの「第３表 地方債補正」

のとおりでございます。 

 ２９ページの歳入の補正については、決算見込みによるもので、７款、諸収入の増額に

ついては、２項、受託事業収入の確定。 

 ８款、１項、市債の減額につきましては、水道未普及地域解消事業及び横谷配水池移設

事業に係る事業費の減額調整を。また、公営企業会計適用債の廃止については、水道事業

会計への統合が平成２９年４月から平成３０年４月に延期したことによるものです。 

 ３０ページの歳出におきましては、１款、衛生費、１項、水道費について補正を計上し

てございます。 

 補正の内容は、委託料については、水道事業会計への統合が１年延期したことによる減

額、工事請負費については、事業費の確定及び決算見込みによる減額、積立金については、

振興部、建設部の受託工事分の補償額が翌年度以降分全額入金されたため、増額するもの

でございます。 

 補正の詳細につきましては、別冊の紀の川市簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）

に関する説明書に記載しておりますので、後ほどごらんおき賜りますようお願い申し上げ

ます。 

 簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）については、以上でございます。 

 続きまして、議案第２３号 平成２８年度紀の川市水道事業会計補正予算（第３号）に

ついて、説明申し上げます。 

 今回の補正は、全て決算見込みによるものでございます。 

 別冊補正予算の３４ページをお開きください。 

 第２条で、収益的収入及び支出の補正を計上してございます。 

 収入につきましては、１款、水道事業収益、１項、営業収益で１，８７９万５，０００

円の減額、支出では、１款、水道事業費用、１項、営業費用で４，６３３万２，０００円

を減額。 

 第３条の資本的収入につきましては、３，９９０万円の減額、支出におきまして７，５

０７万円を減額するとともに、資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額についての

補填方法を調整してございます。 

 ３５ページの第４条では、当初予算第５条に定めた企業債の限度額を水道施設整備事業

費に要する工事費の決算見込みによる調整でございます。 
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 補正の詳細といたしましては、別冊の紀の川市水道事業会計補正予算（第３号）に関す

る説明書の５ページからをごらんください。 

 収益的収入につきましては、１款、１項、２目、受託工事収益の減については、公共下

水道事業等で支障となる水道管布設がえに要する補償費の決算見込みによる調整でござい

ます。 

 ６ページの収益的支出では、１款、１項、１目、原水及び浄水費、２目の配水及び給水

費では、動力費の決算見込みによる減額、３目、受託工事費については、各受託工事費用

の決算見込みによる減額でございます。 

 ７ページの資本的収入につきましては、建設改良事業費の決算見込みによる企業債の減

額。 

 ８ページの資本的支出は、建設改良事業費の決算見込みによる委託料と工事請負費の減

額でございます。 

 水道事業会計補正予算（第３号）については、以上でございます。 

 以上、２議案について、御審議よろしくお願い申し上げます。 

○議長（竹村広明君） ここで、しばらく休憩いたします。 

（休憩 午前１０時４５分） 

――――――――――――――― 

（再開 午前１１時００分） 

○議長（竹村広明君） 再開いたします。 

 休憩前に引き続き、会議を続けます。 

 企画部長 森本浩行君。 

○企画部長（森本浩行君）（登壇） 議案書の８６ページをごらんください。 

 議案第２４号 平成２９年度紀の川市一般会計予算について。 

 地方自治法第２１１条第１項の規定により、議会の議決を求めるものでございます。 

 別冊の平成２９年度予算書の１ページをごらんください。 

 平成２９年度紀の川市の一般会計の予算は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算。第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ２９４億円と定める。 

 第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は「第１表 歳入歳出予

算」による。 

 第２条は、債務負担行為に係る規定。 

 第３条は、地方債に係る規定。 

 第４条で、一時借入金の最高額を８９億円と定め。 

 第５条で、歳出予算の流用について規定しております。 

 ２ページをごらんください。 

 第１表、歳入歳出予算でございます。２ページから６ページにかけ、歳入歳出予算とし

て、それぞれの款項にわたりまして２９５億円の合計額を見込んでおります。 
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 次の７ページは、第２表、債務負担行為でございます。債務負担行為の時効、期間、限

度額を順次申し上げます。 

 地域公共交通網形成計画策定委託、平成３０年度９００万円、基幹系システム構築委託、

平成２９年度から平成３０年度２億２，０００万円、一般廃棄物処理施設解体工事、平成

３０年度１億１，３４０万円、学校給食委託、平成３０年度から平成３１年度１億８，１

００万円。 

 ８ページをごらんください。 

 第３表、地方債でございます。起債の目的と限度額を順次申し上げます。 

 総務管理施設整備事業１億２，４７０万円、児童福祉施設整備事業２，５４０万円、清

掃施設整備事業２億７，９６０万円、農業施設整備事業２億３，０１０万円、道路橋梁整

備事業３億６，８１０万円、都市計画施設整備事業１億９，９５０万円、消防施設整備事

業１億９，６１０万円、スクールバス購入事業３７０万円、小学校施設整備事業１，４７

０万円、中学校施設整備事業４，７００万円、社会教育施設整備事業２億７，１５０万円、

保健体育施設整備事業２，３５０万円、臨時財政対策債９億７，０００万円、合計額は２

７億５，３９０万円でございます。 

 それでは、歳入歳出につきまして、平成２９年度予算額と増減理由を中心に御説明申し

上げます。 

 別冊で、参考資料として配付をさせていただいております平成２９年度当初予算の概

要・財資料編の１ページをごらんください。 

 まず、歳入でございますが、市税の総額は６４億７，０３１万９，０００円、対前年度

比１．４％の増となっております。 

 下段の表、市税の内訳をごらんください。 

 市税のうち、市民税は２７億８，０６０万円、対前年度比０．９％の増、景気の好転に

より個人市民税、法人市民税ともに増額を見込んでおります。固定資産税は２７億８，２

５８万９，０００円、土地価格の下落が続いていますが、家屋と償却資産の増加により、

対前年度比２．０％の増としております。軽自動車税２億２，６８０万円、対前年度９．

４％の増、たばこ税は３億４，７０３万円、喫煙者の減少により、対前年度比２．８％の

減、都市計画税は３億３，３３０万円、対前年度比０．４％の増でございます。 

 上の表にお戻りください。 

 地方譲与税２億６，０００万１，０００円、対前年度比１３．０％の増、地方財政計画

を参考に３，０００万円を増額しております。 

 利子割交付金１，３００万円、配当割交付金３，６００万円、株式等譲渡所得割交付金

３，１００万円は、平成２８年度の交付実績から推計して予算計上をしております。 

 次に、地方消費税交付金８億５，８００万円、対前年度比４．１％の増、３，４００万

円の増額を見込んでおります。 

 ゴルフ場利用税交付金は２，６００万円、自動車取得税交付金４，１００万円、地方特
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例交付金３，４００万円につきましても、平成２８年度の交付実績から推計して予算計上

をしております。 

 地方交付税は１０７億６，０００万円、対前年度比２．６％の減、２億９，０００万円

の減額、地方財政計画を参考に、合併算定がえ及び公債費算入分を加味し算出しておりま

す。 

 交通安全対策特別交付金６００万円は、平成２８年度実績等から推計しております。 

 分担金及び負担金３億７，９１４万３，０００円、対前年度比２．６％の減、農業費分

担金等の減額によるものでございます。 

 次に、使用料及び手数料２億４，８８０万２，０００円、対前年度比１１．２％の増、

ごみ処理手数料等の増額によるものでございます。 

 国庫支出金３１億６，３７３万９，０００円、対前年度比４．３の減、年金生活者等支

援臨時福祉給付金給付事業補助金等の減額により、１億４，１６９万３，０００円の減額

でございます。 

 県支出金２０億１４７万８，０００円、地籍調査事業負担金等の減額により、対前年度

比８．４％の減を見込んでおります。 

 財産収入４，１４６万３，０００円、対前年度比１．９％の減。 

 寄附金８，０００万２，０００円、対前年度比３３．３％の減、ふるさとまちづくり寄

附金の減額によるものでございます。 

 繰入金１８億３，１８６万７，０００円、対前年度比１４．２％の減、市債の繰上償還

に伴い、減債基金繰入金が増加したものの、財政調整基金繰入金の減少により３億２６８

万円の減額でございます。 

 繰越金５，０００万円、前年度繰越金を計上しております。 

 諸収入３億１，４２８万６，０００円、対前年度比６３．２％の減、５億３，９６３万

７，０００円の減額、土地開発公社経営支援資金貸付金元利収入等の減額によるものでご

ざいます。 

 市債２７億５，３９０万円、対前年度比１．０％の減、２，９１０万円の減額、合併特

例債対象事業費の減によるものでございます。 

 以上、歳入合計は２９４億円でございます。 

 次に、歳出について、御説明申し上げます。 

 ２ページ、上段の歳出・目的別をごらんください。 

 議会費２億３，４９６万２，０００円、対前年度比４．０％の増、９０２万６，０００

円の増額でございます。 

 総務費２８億４，４４９万７，０００円、対前年度比２８．９％の減、１１億５，３９

０万１，０００円の減額、土地開発公社支援事業費等の減額によるものでございます。 

 民生費９９億４，３３０万４，０００円、対前年度比４．４％の減、４億５，９２０万

７，０００円の減額、主に臨時福祉給付金等給付事業費の減額によるものでございます。 
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 衛生費２９億５，８４８万円、対前年度比０．１％の増でございます。 

 労働費１２万７，０００円、雇用対策事業費を計上しております。 

 農林業費９億８，９８２万３，０００円、対前年度比５．７％の増、５，３７５万円の

増額、震災対策農業水利施設整備事業費の増額等によるものでございます。 

 商工費２億５，００４万２，０００円、対前年度比２１．７％の増、４，４５５万９，

００円の増額、観光交流創造事業費等の増加によるものでございます。 

 土木費２６億８，３７１万７，０００円、対前年度比４．４％の減、１億２，４９０万

８，０００円の減額、主に地籍調査事業費の減額によるものでございます。 

 消防費１３億７，１１５万３，０００円、対前年度比１９．１％の増、２億２，００３

万円の増額、防災行政無線デジタル化事業費等の増額によるものでございます。 

 教育費２１億１，７２２万７，０００円、対前年度比５．８％の減、１億３，０００万

１，０００円の減額、主に小学校空調設備整備事業費の減額によるものでございます。 

 災害復旧費は、１万３，０００円を予算計上しております。 

 公債費５９億５，６６５万５，０００円、対前年度比３．３％の増、１億８，８９１万

６，０００円の増額、市債の繰上償還に係る元金の増額によるものでございます。 

 予備費は５，０００万円でございます。 

 歳出合計２９４億円を計上しております。 

 以上、平成２９年度一般会計当初予算の概要でございます。御審議、お願い申し上げま

す。 

○議長（竹村広明君） 建設部長 福岡資郎君。 

○建設部長（福岡資郎君）（登壇） 議案第２５号 平成２９年度紀の川市住宅新築資金

等貸付事業特別会計予算について、御説明申し上げます。 

 予算書の１０ページをごらんください。 

 第１条として、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１，７７０万円で、対前年度

比４３０万円の減額でございます。 

 第２項として、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入

歳出予算」によるところでございます。 

 第２条として、一時借入金の借り入れの最高額が６００万円と定めるものでございます。 

 主な内容につきましては、予算説明書の２１８ページをお開きください。 

 歳入では、５款、諸収入、２項、貸付金元利収入において、現年分、滞納繰越分、合計

で１，５９６万８，０００円を計上し、債権数、償還額の減少により、対前年度比で５２

６万９，０００円の減額となってございます。 

 次に、２１９ページをお開きください。 

 歳出では、１款、土木費、１項、住宅費において、１，３７５万４，０００円の計上で、

対前年度比で１４０万４，０００円の減額でございます。 

 次に、２２０ページの２款、公債費、１項、公債費において、長期債元金・利子合計で
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３７４万７，０００円を計上し、対前年度比で２９５万５，０００円の減額となってござ

います。 

 以上、御審議のほど、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（竹村広明君） 総務部長 上山和彦君。 

○総務部長（上山和彦君）（登壇） それでは、議案書８８ページ、ごらんください。 

 議案第２６号 平成２９年度紀の川市土地取得事業特別会計予算についてでございます。 

 地方自治法第２１１条第１項の規定により、議会の議決を求めるものでございます。 

 別冊の平成２９年度予算書、１３ページをごらんください。 

 第１条、第１項、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ６０万円と定める。 

 第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予

算」よるということで、１４ページ、１５ページをごらんください。 

 歳入では、財産収入として、基金利子６０万円を見込みまして、歳出では同額を土地開

発基金に積み立てるものでございます。 

 土地取得事業特別会計予算につきましては、以上でございます。御審議のほど、よろし

くお願いいたします。 

○議長（竹村広明君） 市民部長 中邨 勝君。 

○市民部長（中邨 勝君）（登壇） それでは、議案第２７号から議案第２９号までの３

議案について、御説明いたします。 

 まず、議案第２７号 平成２９年度紀の川市国民健康保険事業勘定特別会計予算につい

て、補足説明をいたします。 

 別冊の平成２９年度予算書の１６ページをお開きください。 

 平成２９年度紀の川市の国民健康保険事業勘定特別会計の予算は、次に定めるところに

よる。 

 第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１００億３，６００万円と定めるも

のでございます。 

 第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予

算」によるところでございます。 

 第２条は、一時借入金の最高額を３１億円と定め、第３条で、歳出予算の流用について

の規定をしております。 

 別冊の予算説明書をごらんいただきたいと思います。 

 ２３６ページの歳入をお願いいたします。 

 １款、１項、国民健康保険税、１目、一般被保険者保険税でありますが、税率の改定を

しないことから、平成２８年度における直近の調定額を基礎に、推定加入見込み人数１万

８，２１０人に対して、現年度課税分１６億１，１７０万円、滞納繰越分で２８年度決算

見込み額をもとに６，８１０万円を、合計１６億７，９８０万円を計上してございます。 

 ２目、退職被保険者につきましても、一般被保険者と同様の算定方式により、推定加入
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見込み人数７７５人に対して、現年課税分８，３１０万円、滞納繰越分３２０万円、合計

８，６３０万円を計上してございます。 

 ２３７ページから２３９ページにかけての３款、国庫支出金、４款、療養給付費等交付

金、５款、前期高齢者交付金、６款、県支出金、７款、共同事業交付金につきましては、

それぞれの関連する歳出予算に対し、一定の歳出基準等に基づき、国、県等からの負担金、

補助金及び交付金を計上してございます。 

 また、２３９ページ、２４０ページの９款、繰入金ですが、１項、一般会計繰入金につ

きましては、法定による繰り入れ分を計上してございます。 

 次に、２４２ページの歳出予算について、御説明いたします。 

 １款、総務費につきましては、国保事務に要する経費、国保連合会への負担金や国保税

の徴収事務に要する経費等を。 

 ２４４ページから２４６ページにかけての２款、保険給付費につきましては、退職被保

険者分で減額がございますが、全体では増額計上とさせていただいております。要因とい

たしましては、年間の医療給付に要する額について、過去３年分の実績を勘案し、平成２

９年度の１人当たり保険給付の見込み額を算出した結果、平成２８年度と比較して伸びた

ことが要因と思われます。 

 次に、３款、後期高齢者支援金等。 

 ４款、前期高齢者納付金等。 

 次のページ、６款、介護納付金。 

 ７款、共同事業拠出金につきましては、国等が示された算定式に基づき、算出しました

額を。 

 ５款、老人保健拠出金につきましては、医療費は項目設定、事務費は実績に基づく額を。 

 次の２４８ページの８款、保健事業費につきましては、特定健診、レセプト点検や脳ド

ックに要する経費を計上してございます。 

 続きまして、議案第２８号 平成２９年度紀の川市国民健康保険直営診療施設勘定特別

会計予算について、別冊の平成２９年度予算書の２１ページをお願いいたします。 

 第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ８，２００万円と定めるものでござ

います。 

 第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予

算」によるところでございます。 

 第２条は、一時借入金の借り入れの最高額を２，５００万円と定めるものでございます。 

 別冊の予算説明書をごらんいただきたいと思います。 

 ２５５ページ、２５６ページの歳入でございます。 

 １款、診療収入につきましては、平成２８年度決算見込み額をもとに４，７２９万２，

０００円。 

 ３款、繰入金につきましては、経営補助として一般会計から２，２９８万７，０００円、
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国保会計から１，１５５万円を計上してございます。 

 続きまして、２５７ページから２６０ページの歳出でございますが、１款、施設費につ

きましては、主なものとして、医師の報酬、職員給与及び事務費等並びに医薬材料費を計

上してございます。 

 ２款、公債費につきましては、長期債元金と利子を計上してございます。 

 続きまして、議案第２９号 平成２９年度紀の川市後期高齢者医療特別会計予算につい

て。 

 別冊の予算書２４ページをお願いいたします。 

 第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１４億８，２９０万円と定めるもの

でございます。 

 第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予

算」によるところです。 

 第２条は、一時借入金の借り入れの最高額を４億５，０００万円と定めるものでござい

ます。 

 別冊の予算説明書をお願いいたします。 

 ２７２ページの歳入からでございます。 

 １款、保険料につきましては、後期高齢者医療広域連合で決定された保険料率に基づい

て、賦課決定される保険料４億７，３４６万１，０００円を。 

 ３款、繰入金につきましては、事務費に係る繰入金、保険料の軽減に係る保険基盤安定

繰入金、医療給付費に係る療養給付費繰入金１０億５４５万３，０００円を計上してござ

います。 

 次に、２７４ページから２７６ページの歳出でございますが、１款、総務費につきまし

ては、保険給付等に要する経費と保険料の徴収に要する経費７７３万３，０００円を。 

 ２款、後期高齢者医療広域連合納付金につきましては、被保険者の方から徴収する保険

料、保険基盤安定制度負担金、療養給付費負担金、事務費負担金１４億７，０５３万４，

０００円を。 

 ３款、保健事業費につきましては、脳ドック健診の受診委託料１６３万２，０００円を

計上してございます。 

 以上、３議案について、御審議よろしくお願い申し上げます。 

○議長（竹村広明君） 保健福祉部長 上村敏治君。 

○保健福祉部長（上村敏治君）（登壇） それでは、議案書の９２ページ。 

 議案第３０号 平成２９年度紀の川市介護保険事業勘定特別会計予算について、提案理

由申し上げます。 

 予算書の２７ページをお願いします。 

 平成２９年度紀の川市の介護保険事業勘定特別会計予算は、第１条において、歳入歳出

予算の総額を歳入歳出それぞれ６８億６，１００万円と定めています。これは、前年と比
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べて１億６，５００万円、率にして約２．５％の増となっています。 

 第２条では、一時借入金の限度額を２１億円と定め。 

 また、第３条では、歳出予算の流用について定めています。 

 歳入歳出の各款項の予算については、２８ページから３１ページの「第１表」のとおり

となっております。 

 続いて、予算の主な内容ですが、別冊予算説明書の２７７ページからになります。 

 先に、２８４ページの歳出をお願いします。 

 １款、総務費では、一般事務費のほか第１号被保険者数、診査件数等推計し、徴収費、

介護認定審査会費、介護保険事業計画策定委員会費に係る予算として１億１，２７１万５，

０００円を計上しています。 

 また、２８６ページからの２款、保険給付費では、主なものとして、２款、１項、１目

の居宅介護サービス給付費で、訪問介護、通所介護及び通所リハビリテーション等の伸び

により２億１，５００万円の増となりました。 

 また、２８８ページの２款、２項、１目では、介護予防の訪問介護及び通所介護が、４

款、地域支援事業の介護予防生活支援サービス事業への移行したことなどを主な要因とし

まして１億２，７００万円の減額となっていますが、各項・目での増減の結果、２款、給

付費の総額では、１，６３３万９，０００円の減となっております。 

 次に、２９１ページ、４款、地域支援事業費では、従来型サービスの介護予防の訪問介

護及び通所介護相当サービスを給付費から移行するとともに、新たな緩和された訪問型サ

ービス及び通所型サービスを計上し、従来の介護予防の二次予防事業及び一次予防事業を

一般介護予防事業の各目に計上した結果、４款、地域支援事業では１億８，０４６万１，

０００円の増となっています。 

 また、２９６ページ、５款、公債費では、財政安定化基金償還金として３，０００万円

を計上しており、第５期の介護保険事業において借り入れた９，０００万円を３年で分割

償還するものとして予算計上をしております。 

 一方、歳入ですが、２７９ページに戻っていただきます。 

 １款、介護保険料については、平成２８年度の各所得段階の人数を参考に推計し、前年

度に比べ１，３５５万７，０００円の減となっております。 

 そのほか、３款、国庫支出金、４款、支払基金交付金、５款、県支出金については、介

護保険制度内の各負担区分による財源として、それぞれ予算計上をしております。 

 また、２８１ページ、２８２ページの７款、繰入金の一般会計の介護給付費等の繰入金

は、主に介護予防生活支援サービス事業の計上により２，１００万３，０００円の増とな

っております。 

 以上、簡単ですが、議案第３０号の提案理由です。御審議のほど、よろしくお願いしま

す。 

○議長（竹村広明君） 建設部長 福岡資郎君。 
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○建設部長（福岡資郎君）（登壇） 議案第３１号及び議案第３２号の２議案について、

御説明申し上げます。 

 まず、議案第３１号 平成２９年度紀の川市公共下水道事業特別会計予算について。 

 予算書の３２ページをごらん願います。 

 第１条の歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１３億２２０万円で、対前年度比５．

７％の増額でございます。 

 ２項の歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予

算」のとおりでございます。 

 第２条は、「第２表 債務負担行為」で、公営企業法適用化業務委託について定め。 

 第３条は、「第３表 地方債」について定めております。 

 第４条で、一時借入金の借り入れ最高額を４億円と定めております。 

 内容につきましては、予算説明書３０９ページをお開きください。 

 まず、歳入の主な内容ですが、１款、分担金及び負担金では、下水道に接続があった場

合の受益者分担金並びに受益者負担金を計上しており、対前年度比は９．２％の増でござ

います。 

 ２款、使用料及び手数料では、平成２９年度から特定環境保全公共下水道を公共下水道

に統合することを見込んで年間使用料金を算定しており、対前年度比５４．９％の増でご

ざいます。 

 ３１０ページの３款、国庫支出金では、１億２，９７０万円で、対前年度比９．８％の

減となってございます。 

 ３１１ページの９款、市債は、２億９，８６０万円で、対前年度比９．３％の増額でご

ざいます。 

 次に、３１２ページをごらんください。 

 歳出の主な内容ですが、１款、総務費において、対前年度比４３．７％の増となってご

ざいます。１目、一般管理費では、新たに公営企業法を適用化業務委託料を計上してござ

います。 

 ３１３ページの２目、施設管理費では、施設管理事業で、流域下水道維持管理負担金が、

対前年度比６１．９％の増となってございます。増額の主な要因は、特定環境保全公共下

水道の統合に伴う雨水量の増加によるものでございます。 

 次に、３１４ページの２款、事業費は、５億３，８４０万９，０００円で、対前年度比

０．８％の減となってございます。１目、公共下水道事業費につきましては、約７．４ヘ

クタールの面整備に要する経費でございます。 

 また、３１５ページの２目、流域下水道事業費では、紀の川市中流流域下水道那賀処理

区事業建設負担金並びに処理場周辺地域整備事業における紀の川市の負担金を計上してご

ざいます。 

 紀の川市公共下水道事業特別会計予算につきましては、以上でございます。 
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 続きまして、議案第３２号 平成２９年度紀の川市農業集落排水事業特別会計予算につ

いて。 

 予算書の３７ページをお開き願います。 

 第１条で、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ５，１００万円と定めており、対

前年度比は２６．２％増となってございます。 

 ２項の歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予

算」のとおりでございます。 

 第２条は、「第２表 債務負担行為」で、公営企業法適用化業務委託について定め。 

 第３条は、「第３表 地方債」。 

 第４条で、一時借入金の借り入れの最高額を１，６００万円と定めてございます。 

 内容につきましては、予算説明書３２９ページをお開きください。 

 まず、歳入につきましては、２款、使用料及び手数料、１項、手数料が７５０万５，０

００円で、ここ前年度並みでございます。 

 ３款、県支出金では、新たに農山漁村地域整備交付金を計上してございます。 

 次に、３３１ページの歳出では、１款、１項、総務管理は、２，０９９万５，０００円

で、対前年度比１０１．９％の増となってございます。増額の主な要因は、公営企業会計

導入に伴う公営企業法適用化業務の委託料と最適整備構想策定委託料の計上によるもので

ございます。 

 農業集落排水事業特別会計予算につきましては、以上でございます。 

 以上、２議案について、御審議よろしくお願い申し上げます。 

○議長（竹村広明君） 水道部長 森 美憲君。 

○水道部長（森 美憲君）（登壇） それでは、議案第３３号 平成２９年度紀の川市簡

易水道事業特別会計予算について、補足説明を申し上げます。 

 議案書では、９５ページです。 

 別冊の予算書の４２ページをお開きください。 

 第１条で、歳入歳出それぞれ３億６００万円を定めております。対前年度比は、５億９，

８００万円の減、率にして６６．２％の減でございます。 

 第２条では、地方債について。 

 第３条では、一時借入金の最高額を定めております。 

 ４３ページの「第１表 歳入歳出予算」をごらんください。 

 歳入の主なものとしましては、２款、使用料及び手数料、１項、使用料、４，４４６万

６，０００円につきましては、過去５カ年のそれぞれの４簡水ごとの平均収納率を参考に

予測し、鞆渕・細野地区の８カ月分を計上してございます。 

 ７款、市債につきましては、簡易水道施設管理運営事業で、２件の工事のための起債借

り入れ予定額を、また、平成３０年４月から水道事業会計への統合に伴う公営企業会計適

用債を計上してございます。 
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 ４４ページの歳出につきましては、１款、衛生費において１億９，２８８万７，０００

円で、対前年度比６億２，０７７万８，０００円の減、率にして７６．３％の減となって

ございます。減額の主な原因は、水道未普及地域解消事業の皆減に伴うものでございます。 

 ４５ページの第２表につきましては、先ほど歳入の市債のところで御説明させていただ

きました本年度予定しております起債の目的、限度額等について記載してございます。 

 予算の詳細につきましては、別冊の予算説明書３３５ページからとなってございます。

後ほどごらんおき賜りますようお願い申し上げます。 

 以上、御審議、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（竹村広明君） 農林商工部長 岩坪純司君。 

○農林商工部長（岩坪純司君）（登壇） それでは、議案書９６ページの議案第３４号 

平成２９年度紀の川市池田財産区特別会計予算についてから、議案書１０６ページの議案

第４４号 平成２９年度紀の川市平池財産区特別会計予算についてまでの１１議案につき

まして一括説明をさせていただきますので、よろしくお願いいたします。 

 平成２９年度予算書の４６ページからの池田財産区をはじめとする各財産区の特別会計

予算につきましては、いずれも第１条第１項で、歳入歳出予算の総額を、第２項で、歳入

歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額を「第１表 歳入歳出予算」で定めてござ

いまして、地方自治法第２１１条第１項の規定により、議会の議決を求めるものでござい

ます。 

 平成２９年度の計上に当たりましては、前年度実績等を十分精査をいたしまして、各財

産区の管理運営に要する経費、また事業実施に係る経費等を予算措置させていただいてご

ざいます。１１財産区の予算総額は１，６４６万円で、前年度より１７０万円の減額とな

ってございます。 

 また、池田財産区におきましては、前年度に引き続きまして、中畑地区でも作業道補修

工事の経費を、田中財産区でも奥山地域での森林保全事業実施に係る経費を、飯盛財産区

では、遊歩道の草刈りや整地に係る経費を新たに予算計上をさせていただいてございます。 

 以上、１１議案につきまして、御審議賜りますようよろしくお願いいたします。 

○議長（竹村広明君） 水道部長 森 美憲君。 

○水道部長（森 美憲君）（登壇） それでは、議案第４５号、議案第４６号の２議案に

ついて、御説明申し上げます。 

 議案書では、１０７ページ、１０８ページです。 

 先に、議案第４５号 平成２９年度紀の川市水道事業会計予算について、御説明申し上

げます。 

 予算書の７９ページをお開き願います。 

 第２条で、業務の予定量を平成２９年度末、給水戸数を２万２，７３８戸、年間総給水

量を６２５万立方メートルと予測してございます。 

 第３条は、収益的収入及び支出に係る予算を定めてございます。水道事業収益は１２億
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９，４５８万９，０００円で、前年度並みとなってございます。また、収益的支出では１

２億７，３４９万９，０００円で、対前年度比１．３％の減となってございます。減額の

主な原因は、原水及び浄水費で修繕費と動力費の減額、総係費で水道事業基本計画変更策

定業務委託費が皆減となったためでございます。 

 第４条の資本的収入及び支出予算では、資本的収入は２，７３５万３，０００円で、対

前年度比９０．１％の減となり、企業債の借入額が皆減したものでございます。資本的支

出では５億７，６２６万３，０００円で、対前年度比３０％の減となってございます。資

本的支出の減額の主な原因といたしましては、建設改良費における工事請負費の減額でご

ざいます。また、資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額５億４，８９１万円につ

きましては、当年度分消費税及び地方消費税、資本的収支調整額並びに過年度分損益勘定

留保資金で補填するものとしてございます。 

 ８０ページの第５条では、一時借入金の限度額について。 

 第６条では、予定支出の各項の経費の金額の流用について。 

 第７条では、議会の議決を経なければ流用することができない経費について。 

 第８条では、棚卸資産購入限度額について定めてございます。 

 また、予算の詳細説明については、別冊の予算に関する説明書４１１ページからとなっ

ておりますので、後ほどごらんおきいただきますようお願い申し上げます。 

 水道事業会計については、以上でございます。 

 続きまして、議案第４６号 平成２９年度紀の川市工業用水道事業会計予算について、

御説明申し上げます。 

 予算書の８１ページをお開きください。 

 第２条で、業務の予定量を定めてございます。加入事業所数を８事業者、年間総給水量

を４０万９８立方メートルを見込んでございます。 

 第３条では、収益収入及び支出を定めており、工業用水道事業収益は４，４１０万２，

０００円で、前年度並みとなってございます。収益的支出は３，８７８万７，０００円で、

対前年度比は４．９％の減で、減額の主な原因は、原水及び浄水費の動力費と消費税及び

地方消費税の減額でございます。 

 第４条では、資本的収入及び支出を定めており、資本的収入は、工事負担金の項目設定

のみ、また資本的支出では１，７２５万３，０００円で、対前年度比２４．１％の減で、

減額の主な原因は、長期債、元金償還金の減額でございます。資本的収入額が資本的支出

額に不足する額１，７２５万２，０００円は、過年度分損益勘定留保資金で補填するもの

と予定してございます。 

 第５条では、一時借入金の限度額について。 

 ８２ページの第６条では、予定支出の各項の経費の金額の流用について。 

 第７条では、議会の議決を得なければ流用することができない経費について定めてござ

います。 
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 第８条では、棚卸資産の購入限度額を定めてございます。 

 予算の詳細につきましては、別冊の予算に関する説明書４４４ページからとなってござ

いますので、後ほどごらんおきいただきますようよろしくお願いします。 

 工業用水道事業会計については、以上でございます。 

 以上、２議案について、御審議よろしくお願い申し上げます。 

○議長（竹村広明君） 建設部長 福岡資郎君。 

○建設部長（福岡資郎君）（登壇） 議案第４７号及び議案第４８号の２議案について、

御説明申し上げます。 

 この２議案は、いずれも紀の川市路線の認定について、同法第８条第２項の規定により

議会の議決を求めるものでございます。 

 まず、議案第４７号、議案書１０９ページをお開き願います。 

 整理番号１、路線名は、切畑川西線で、公共事業により整備した農道を市道路線とする

ものでございます。 

 次に、議案第４８号、議案書１１０ページをお開き願います。 

 整理番号２、路線名は、竜門中央線で、県道移管により市道路線とするものでございま

す。 

 なお、別冊の議案資料の３ページから４ページにそれぞれ位置図を添付してございます

ので、ごらんいただきたいと思います。 

 以上、御審議のほどよろしくお願い申し上げます。 

○議長（竹村広明君） 総務部長 上山和彦君。 

○総務部長（上山和彦君）（登壇） それでは、議案書の最後のページ、１１１ページを

ごらんください。 

 議案第４９号 災害による建物財産の損害に対する相互救済事業の委託についてでござ

います。 

 災害による建物財産の損害に対する相互救済事業を次のとおり委託することについて、

地方自治法第２６３条の２第１項の規定により、議会の議決を求めるものでございます。 

 事業名は、火災・水災・震災、その他の災害による建物財産の損害に対する相互救済事

業、委託先は、公益社団法人全国市有物件災害共済会、委託する財産は、紀の川市の所有

または占有に属する財産、委託に伴う経費は、毎年度予算の定める範囲でございます。 

 提案理由といたしまして、現在加入している和歌山県町村会で取り扱いの一般財団法人

全国自治協会の建物災害共済事業につきましては、平成２８年度で約４８５万円の分担金

を支払っていますが、平成２９年度から合併に伴う特例基準が撤廃されることから、約３．

３６倍、約１，６２６万円の分担金が必要となるため、平成２８年度までとほぼ同条件で、

ほぼ同金額で、加入可能な和歌山県市長会で取り扱いをしてございます公益社団法人全国

市有物件災害共済会に移行するためでございます。 

 御審議のほど、よろしくお願いいたします。 
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○議長（竹村広明君） ほかに補足説明はございませんか。 

〔「補足説明なし」という者あり〕 

○議長（竹村広明君） なければ、提案理由の説明を終わります。 

 お諮りいたします。 

 ただいま議題となっております日程第４のうち、諮問第１号 人権擁護委員候補者の推

薦については、人事に関する案件でありますので、会議規則第３７条第３項の規定により、

委員会付託、討論を省略し、本日、直ちに質疑、採決まで行いたいと思いますが、これに

御異議ございませんか。 

〔「異議なし」という者あり〕 

○議長（竹村広明君） 異議なしと認めます。 

 したがって、諮問第１号については、本日、直ちに質疑、採決まで行うことに決しまし

た。 

 それでは、諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦についての質疑、採決を行います。 

 ここで、関係者の退席を求めます。 

 福岡建設部長は、退席願います。 

〔建設部長 福岡資郎君 退席〕 

○議長（竹村広明君） これより、諮問第１号に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

〔「質疑なし」という者あり〕 

○議長（竹村広明君） 質疑なしと認めます。 

 これで、質疑を終結いたします。 

 それでは、お諮りいたします。 

 諮問第１号について、原案のとおり適任者とすることに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」という者あり〕 

○議長（竹村広明君） 異議なしと認めます。 

 したがって、諮問第１号は、原案のとおり適任者とすることに決しました。 

 福岡建設部長の入場を許可いたします。 

〔建設部長 福岡資郎君 入場〕 

○議長（竹村広明君） 福岡建設部長にお伝えいたします。 

 ただいま議題となっておりました諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦につきまして

は、原案のとおり同意されましたので、お伝えいたします。 

 これをもちまして、本日の日程は全て終了いたしました。 

 本日は、これにて散会し、なお、あすより４日間を休会し、３月１日、水曜日午前９時

３０分より再開いたします。 

 お疲れさまでした。 

（散会 午前１１時５７分） 


